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平成１６年（行ウ）第６８号 公金支出差止等請求事件

原 告 村 越 啓 雄 外５０名

被 告 千 葉 県 知 事 外２名

証 拠 説 明 書 （ 甲 号 証 ）

２００８（平成２０）年８月２６日

千葉地方裁判所民事第３部合議４係 御中

原告ら訴訟代理人弁護士 菅 野 泰

同 廣 瀬 理 夫

同 中 丸 素 明

同 植 竹 和 弘

同 拝 師 徳 彦

同 及 川 智 志

同 島 田 亮

同 山 口 仁

同 近 藤 裕 香
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標 目 作成者 原･写の別 立証趣旨甲号証

２４ 意見書の訂正 嶋津暉之 写し 甲２３号証・意見書の訂正内容

２５ 証言のスライド 嶋津暉之 写し 将来の水需要が減少傾向にあるこ
と、千葉県が将来の水需要をまか
なうに十分な保有水源を有してい
ること

２６ 「地下水採取に 佐倉市議会 写し 佐倉市議会において、地下水採取
関し、千葉県環 に関し、千葉県環境保全条例の見
境保全条例の見 直しを求める堂本千葉県知事宛の
直しを求める意 意見書を採択した事実
見書」

２７ 「八ッ場ダム事 同上 〃 佐倉市議会において、八ッ場ダム
業の見直しを求 事業の見直しを求める堂本千葉県
める意見書」 知事宛の意見書を採択した事実

２８ ２００４年度決 千葉県議会 〃 平成１６年１２月の厚生労働省の
算委員会会議録 事務局 通知による水道水源開発施設等整

備事業に係る再評価が、千葉県に
おいては全くなおざりにしか行わ
れなかったこと

２９ 第１０回千葉県 千葉県 〃 同上
水道局事業懇談
会議事録

３０ 千葉県議会予算 千葉県議会 〃 千葉県においては、八ッ場ダムに
委員会会議録 事務局 よる治水の効果について、算出す
（平成２０年２ らされていない事実など
月定例会）

３１ 河川事業の予算 嶋津暉之 〃 河川事業の予算が全体として大き
の推移 く削減されているばかりか、ダム

建設事業のために河川改修費がい
っそう大幅に削減されていること

３２ 新聞記事 朝日新聞 平 〃 国がカスリーン台風と同じ降水パ（
20.6.11付） ターンの場合、八ッ場ダムによる

治水効果がないことを認める答弁
をした事実

３３ 「重要水防箇所 利根川上流 〃 毎年重要水防箇所を定め、関係者
って何？」など 河川事務所 (都道府県等)で、その年の重要水
と題するインタ 防箇所を確認する合同巡視も行わ
ーネット記事 れていること
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標 目 作成者 原･写の別 立証趣旨甲号証

３４ 千葉県の重要水 同上 〃 千葉県内においては河川改修の遅
防箇所 れから、水防上最も重要度が高い

「重要度Ａ」が何箇所も存在する
こと

３５ 「平成２０年６ 原告ら 〃 平成２０年６月定例県議会(本会
月定例県議会 議)における大野博美県議の質問
(本会議)におけ とそれに対する県当局者の答弁の
る大野博美の質 録音テープを反訳したもの。同県
問と答弁」と題 議が八ッ場ダムの利水・治水上の
する書面 問題点について追及している事実

とそれに対する答弁の状況
３６ 新聞記事 朝日新聞 平 〃 千葉県が大多喜ダム中止の方針を（

20.3.27） 固めた事実など
３７ 新聞記事 千葉日報 平 〃 同上（

20.3.28）
３８ 八ッ場ダム建設 嶋津暉之 〃

事業及び関連業 基本計画の変更によって、八ッ場
の負担額の試算 ダム建設事業及び関連事業の負担
（基本計画変更 額が大幅に増大している事実並び
前） にその内訳

３９ 同（基本計画変 同上 〃
更後）

４０ 「平成２０年度 千葉県総務 〃 平成２０年度当初予算においては
当初予算編成段 部財政課 企業庁からの借入れなどをしても
階における財政 なお１４５億円の財源不足が生じ
見直し」 ていること。平成２１年以降も同

様の傾向が続き、平成２４年まで
の４年間で少なくとも約６３０億
円に達するとされていること

４１ 「県財政を取り 千葉県総務 〃 千葉県の財政が、あらゆる観点か
巻く状況につい 部財政課 らみても極めて危機的状況にある
て」 こと

４２ 新聞記事 朝日新聞 平 〃 ３年連続財源不足などと報じてい（
20.2.13） るもの。その主たる原因について

も言及している
４３ 新聞記事 千葉日報 平 〃 経常収支比率が１００％を突破し（

20.8.1） たこと
４４ 佐倉市議会会議 佐倉市議会 〃 八ッ場ダム完成後給水されること

録 事務局 によって、佐倉市においては、水
道料金が５０％から６０％も引き
上げなければ収支のバランスがと
れない結果となる事実


